
■P２～３　平成18年度当初予算 

■P４　　　時代の駅むらやくば竣工 

■P５～９　村内トピックス 
　　　　　　人事異動 
　　　　　　医療費適正化 

■P10～11　お知らせ 
　　　　　　むらの動き 

■開催日：平成17年9月9日（金）～11日（日） 
■会　場：山江村体育館（主会場） 
■主　催：第3回市民メディア全国交流集会in山江村実行委員会 
■日　程：  9日番組作り体験講座、交流会 
　　　　　10日全体会、分科会、大交流会 
　　　　　11日番組収録体験 
■連絡先：山江村企画情報センター　蕁23-5234

満開の丸岡公園の桜（3月30日撮影） 
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村債 
 2億2,210万円 

0.6％ 

国庫支出金 
 9,148万5千円 

県支出金 
 1億6,065万5千円 

23億2,500万円 
歳　入 

その他使用料・財産収入等 
 3億4,951万円 

地方譲与税等交付金 
 1億3,217万9千円 

村税 
 1億6,907万円1千円 

地方交付税 
 12億円 

7％ 

10％ 

4％ 

6％ 

7％ 

15％ 
51％ 



23億2,500万円 

議会費 
 6,895万9千円 

3.0％ 
0.1％ 

14.5％ 

13.4％ 19.0％ 

12.7％ 

0.6％ 0.6％ 16.4％ 8.2％ 

4.3％ 

7.8％ 

教育費 
 1億8,179万9千円 

総務費 
 3億3,724万4千円 

民生費 
 4億4,150万6千円 

農林水産業費 
 3億8,331万円 

歳　出 

予備費 
 361万3千円 

商工費 
 1,341万6千円 

衛生費 
 2億9,414万3千円 

土木費 
 1億9,096万7千円 

消防費 
 9,940万1千円 

公債費 
 3億1,064万2千円 



地
域
お
こ
し
の
た
め
進
め
て
い

た
旧
役
場
庁
舎
の
改
築
工
事
が
３

月
20
日
完
了
し
ま
し
た
。

「
時
代
の
駅
む
ら
や
く
ば
」
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
は
、
村
が
公
募
し
て

寄
せ
ら
れ
た
69
件
か
ら
選
ん
だ
２

つ
の
案
を
組
み
合
わ
せ
決
定
。
当

時
の
役
場
庁
舎
を
再
現
す
べ
く
、

瓦
か
ら
窓
枠
の
色
ま
で
こ
だ
わ
っ

て
改
築
さ
れ
た
こ
の
施
設
は
、
都

市
住
民
と
交
流
を
進
め
る
拠
点
と

し
て
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

三
角
屋
根
が
特
徴
の
旧
庁
舎
は

１
９
３
７
年
（
昭
和
12
年
）
建
築

の
木
造
二
階
建
て
で
、
九
州
に
現

存
す
る
市
町
村
庁
舎
で
は
最
も
古

く
、
国
の
有
形
文
化
財
に
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
１
９
７
９
年
（
昭

和
54
年
）
に
手
狭
に
な
っ
た
た
め

現
庁
舎
に
移
転
し
て
以
来
、
一
時

期
は
中
央
公
民
館
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
レ
ト
ロ
な
建

物
を
地
域
お
こ
し
に
利
用
で
き
な

い
か
と
、
こ
の
度
の
復
活
と
な
り

ま
し
た
。

内
装
は
１
階
が
調
理
場
と
食
堂

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
今
後
は

各
種
団
体
や
個
人
の
方
に
自
慢
の

料
理
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る

日
替
わ
り
、
ま
た
は
週
替
わ
り
レ

ス
ト
ラ
ン
と
し
て
運
営
。
議
場
だ

っ
た
２
階
は
研
修
や
宿
泊
用
の
大

広
間
と
風
呂
を
設
け
て
お
り
、
全

国
の
大
学
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
生
を

受
け
入
れ
、
山
江
村
が
行
っ
て
い

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報

発
信
の
研
修
や
、
農
林
業
体

験
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で

す
。さ

ら
に
今
後
は
、
同
じ
く

国
の
登
録
文
化
財
の
「
石
倉
」

（
１
９
４
１
年
建
築
）
と
、

産
業
考
古
学
会
推
薦
産
業
遺

産
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
「
マ
ロ

ン
号
」、
そ
し
て
「
都
市
交

流
セ
ン
タ
ー
時
代
の
駅
む
ら

や
く
ば
」
を
山
江
村
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
、
レ
ト
ロ
な
景
観

を
生
か
し
た
観
光
事
業
を
行

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。



平
成
18
年
３
月
18
日
（
土
）
関
東
地
区

丸
岡
会
が
、
東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
（
東

京
都
千
代
田
区
）
を
会
場
に
、
東
京
近
郊

の
本
村
出
身
者
64
名
と
来
賓
２
名
、
そ
し

て
山
江
村
か
ら
21
名
の
合
計
87
名
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

先
般
の
中
部
・
東
海
ま
る
お
か
会
の
時

と
同
様
に
、
山
江
村
の
近
況
等
を
ス
ク
リ

ー
ン
に
放
映
し
た
の
で
す
が
、
と
て
も
好

評
で
会
場
か
ら
は
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま

し
た
。

そ
の
後
、
東
七
郎
会
長
（
山
田
湯
の
原

出
身
）
が
「
ふ
る
さ
と
山
江
村
の
方
々
の

た
め
に
も
、

今
後
と
も
関

東
地
区
丸
岡

会
み
な
さ
ま

の
温
か
い
ご

支
援
と
ご
指

導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」
と

挨
拶
。
そ
し
て
内
山
村
長
、
前
村
議
長
、

衆
議
院
議
員
金
子
恭
之
代
議
士
、
参
議
院

議
員
松
村
祥
史
代
議
士
の
秘
書
の
方
よ
り

祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
内
山
村
長
は

祝
辞
の
中
で
、「
都
会
の
方
々
か
ら
色
々
な

情
報
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
物
産
交
流
を

含
め
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た

い
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
中
村
末
男
さ
ん
（
旧
姓：

白
石

山
田
東
浦
出
身
）
の
音
頭
で
乾
杯
し
、
終

始
和
や
か
に
歓
談
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
「
東
京
に
出
て
き
た
時
は
つ

ら
い
思
い
も
し
た
が
、
親
兄
弟
や
山
江
村

の
山
や
川
を
思
い
出
し
、
勇
気
付
け
ら
れ

た
。」「
こ
う
い
う
機
会
が
な
い
と
、
ふ
る

さ
と
の
言
葉
や
、
に
お
い
を
忘
れ
て
し
ま

う
の
で
大
変
有
意
義
。」
と
い
う
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
々
、
ま
た
こ
の
日
の
た

め
に
準
備
を
す
す
め
て
こ
ら
れ
た
役
員
の

方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
回
は
平
成
20
年
に
開
催
予
定
で
す
。

平
成
18
年
３
月
24
日
（
金
）
か
ら
28
日

（
火
）
ま
で
の
５
日
間
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク

な
雰
囲
気
が
漂
う
大
分
県
豊
後
高
田
市
『
昭

和
の
町
』
か
ら
国
宝
富
貴
寺
な
ど
の
古
代
の

六
郷
満
山
寺
院
や
中
世
の
荘
園
村
落
景
観
が

息
づ
く
田
染
荘
、
日
本
夕
日
百
選
に
選
ば
れ

て
い
る
美
し
い
海
岸
線
な
ど
豊
後
高
田
市
に

広
が
る
山
・
里
・
街
・
海
・
温
泉
と
い
っ
た

観
光
地
へ
の
周
遊
バ
ス
と
し
て
山
江
村
の
ボ

ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
「
マ
ロ
ン
号
」
が
活
躍
し
ま

し
た
。

豊
後
高
田
市
へ
は
、
普
通
の
車
で
も
高
速

道
路
で
約
４
時
間
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
、

「
マ
ロ
ン
号
」
へ
の
負
担
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
豊
後
高
田
市
よ
り
ト
レ
ー
ラ
ー
で

迎
え
に
き
て
い
た
だ
き
、
一
般
道
路
を
利
用

し
約
６
時

間
か
け
て

豊
後
高
田

市
へ
移
送

し
ま
し

た
。こ

の
ツ

ア
ー
は
５

年
前
ま
で

現
役
の
バ

ス
ガ
イ
ド

と
し
て
活

躍
さ
れ
て

い
た
河
野
峯
子
さ
ん
が
昭
和
の
バ
ス
ガ
イ
ド

と
し
て
同
乗
。
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
楽
し
い

案
内
に
、
車
中
は
終
始
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気

で
の
観
光
と
な
り
ま
し
た
。

河
野
さ
ん
は
も
と
も
と
熊
本
県
宇
城
市

（
旧
松
橋
町
）
の
出
身
で
、「
こ
の
九
州
産
業

交
通
の
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
の
バ
ス
は
と
て
も
馴

染
み
が
あ
り
懐
か
し
い
。
こ
の
バ
ス
に
ガ
イ

ド
と
し
て
乗
れ
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
ツ
ア
ー
の
参
加
者
は
豊
後
高

田
市
外
か
ら
希
望
者
を
募
っ
た
と
い
う
こ
と

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
と
て
も
人
気
が
あ
っ
た

よ
う
で
、
25
日
（
土
）
の
コ
ー
ス
は
や
む
を

得
な
く
、
抽
選
で
参
加
者
を
選
ん
だ
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
ツ
ア
ー
の
参
加
者
か
ら
は

「
こ
の
バ
ス
に
乗
れ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
。」「
古
い
バ
ス
な
の
に
、
自
動
扉

な
の
で
び
っ
く
り
し
た
。」「
山
江
村
に
も
是

非
い
っ
て
み
た
い
。」
と
い
う
感
想
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

26
日
（
日
）
は
旧
車
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
い

う
こ
と
で
県
内
外
か
ら
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な

名
車
約
80
台
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。
こ
の

日
は
由
布
院
の
九
州
自
動
車
歴
史
館
所
有
の

ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
「
や
ま
な
み
号
」
も
参
加

し
、「
マ
ロ
ン
号
」
と
仲
良
く
隣
り
合
わ
せ

で
展
示
さ
れ
、
見
る
人
の
目
を
喜
ば
せ
て
い

ま
し
た
。



平
成
18
年
３
月
４
日
（
土
）
か
ら
18
日

(

土)

に
か
け
て
、
山
田
小
学
校
み
ど
り
の
少

年
団
で
は
初
め
て
炭
焼
き
を
行
な
い
ま
し

た
。
材
料
は
登
校
道
路
に
お
お
い
か
ぶ
さ

っ
て
い
る
木
を
伐
採
し
、
山
田
新
層
の
岡

本
一
二
さ
ん
の
炭
窯
を
使
っ
て
実
施
し
ま

し
た
。
炭
窯
に
材
木
を
つ
め
て
レ
ン
ガ
で

出
口
を
ふ
さ
ぎ
、
焚
口
か
ら
火
を
つ
け
ま

し
た
。
丸
１
日
か
け
て
火
を
焚
き
炭
材
に

着
火
し
ま
し
た
。
４
日
間
燃
え
つ
づ
け
煙

が
透
明
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
焚
き
口
、
煙

突
を
ふ
さ
ぎ
ま
し
た
。

３
月
18
日
に
窯
を
開
け
、
出
来
上
が
っ

た
炭
を
取
り
出
し
ま
し
た
。
木
炭
は
夏
休

み
の
キ
ャ
ン
プ
な
ど
で
使
用
す
る
予
定
だ

そ
う
で
す
。
ま
た
竹
炭
は
子
ど
も
た
ち
が

分
け
て
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

平
成
18
年
３
月
19
日
（
日
）
親
子
ふ
れ

あ
い
ス
ケ
ー
ト
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
20
名
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
役
場
前

を
出
発
し
、
菊
陽
町
の
サ
ン
リ
ー
ス
ポ
ー

ツ
パ
レ
ス
「
ア
ス
パ
」
へ
行
き
ま
し
た
。

最
初
は
手
す
り
に
つ
か
ま
っ
て
い
ま
し

た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
す
ぐ
に
滑
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
大
人
の
方
は
な
か
な

か
上
手
に
滑
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。
初
心
者
用
の
ス
ケ
ー
ト
教
室
も

あ
り
、
親
子
で
楽
し
い
１
日
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

去
る
三
月
五
日
（
日
）
に
は
、
今
年
度

最
後
の
万
江
小
み
ど
り
の
少
年
団
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
、
雪
混
じ
り
の
大
変
寒
い
日
だ

っ
た
で
す
が
、
今
回
は
、
小
春
日
和
の
ぽ

か
ぽ
か
し
た
中
で
の
活
動
で
、
山
腹
で
の

植
樹
も
気
持
ち
よ
さ
を
感
じ
た
ぐ
ら
い
で

し
た
。
濁
毛
の
万
江
川
水
源
の
森
で
、
山

江
林
業
研
究
ク
ラ
ブ
の
指
導
の
も
と
、
ク

ヌ
ギ
な
ど
の
広
葉
樹
の
植
樹
や
鹿
が
入
ら

な
い
た
め
の
網
張
り
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

初
め
て
経
験
す
る
子
ど
も
も
い
て
、
緑
を

守
る
と
い
う
環
境
保
全
の
視
点
か
ら
い
い

環
境
学
習
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

午
後
か
ら
の
退
団
式
に
は
、
内
山
村
長

も
出
席
。
三
年
間
頑
張
っ
て
き
た
六
年
生

も
感
慨
深
げ
に
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
六
年
生
に
は
、
記
念
と
し
て
ス
モ
モ

の
苗
な
ど
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
退
団
式
後
、

万
江
小
学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
に
重
ね
て
置
か

れ
て
い
た
椎
茸
の
菌
を
打
ち
込
ん
だ
木
を

立
て
か
け
直
し
て
、
来
年
の
収
穫
に
備
え

ま
し
た
。



作業前作業後

万
江
濁
毛
に
あ
る
用
水
路
に
は
、
去
年

の
台
風
な
ど
に
よ
る
山
腹
崩
壊
で
の
土
砂

が
堆
積
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は

用
水
路
と
し
て
の
役
割
が
果
た
せ
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
近
隣
住
民
か
ら
土
砂
除
去

の
要
望
が
あ
り
、
３
月
29
日
〜
30
日
に
か

け
て
、
堆
積
し
た
土
砂
の
除
去
作
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

当
日
に
は
地
権
者
も
集
ま
り
、
役
場
と
共

同
作
業
に
よ
り
土
砂
の
除
去
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

作
業
が
終
わ
る
と
地
権
者
全
員
「
よ
か

っ
た
な
ぁ
、
こ
れ
で
今
年
の
稲
作
は
安
心

ば
い
」
と
笑
顔
で
語
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

平
成
18
年
３
月
16
日
（
木
）
山
江
村
防
犯

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
発
会
式
を
山
田
小
学
校
の

体
育
館
で
行
な
い
ま
し
た
。
最
近
、
児
童
生

徒
に
対
し
て
不
審
者
に
よ
る
「
声
か
け
事
件
」

が
発
生
し
て
お
り
、
登
下
校
時
の
安
全
確
保

を
目
的
と
し
て
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
67
名
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
次
山
逸
代
教
育
委
員

長
の
挨
拶
の
後
、
山
江
駐
在
所
の
松
田
照
男

駐
在
官
に
よ
る
講
話
が
あ
り
、
不
審
者
を
発

見
し
た
時
の
対
応
の
仕
方
な
ど
を
勉
強
し
ま

し
た
。
ま
た
、
緑
色
の
防
犯
チ
ョ
ッ
キ
と
名

前
札
、
登
録
証
を
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
日
山
田
小
学
校
で
は
防
犯
訓
練
が
あ

り
、
終
了
後
小
学
生
と
顔
合
せ
の
為
各
区
ご

と
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
が
、
自
主
的
に
地
域
の
通
学
路
周

辺
を
巡
視
し
、
安
全
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献

さ
れ
る
事
と
思
い
ま
す
。

「
地
域
で
出
来
る
こ
と
は
地
域
で
し
な

け
れ
ば
」
と
地
権
者
の
方
が
出
て
こ
ら
れ

た
こ
と
で
、
作
業
も
早
く
終
わ
る
こ
と
が

で
き
、
経
費
の
節
減
に
も
な
り
、
用
水
路

は
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。



よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
転
入
者
）

■
山
田
小
学
校

教
　
諭
　
加
登
住
貴
子
（
西
瀬
小
）

教
　
諭
　
渋
谷
　
敬
　
（
人
吉
東
小
）

教
　
諭
　
恒
松
真
穂
子
（
知
事
部
局
）

教
　
諭
　
須
惠
　
勝
幸
（
知
事
部
局
）

講
　
師
　
塩
見
　
寿
子
（
一
勝
地
第
一
小
）

講
　
師
　
有
村
　
重
幸
（
一
勝
地
第
一
小
）

■
万
江
小
学
校

教
　
諭
　
緒
方
　
研
治
（
黒
肥
地
小
柳
野
分
校
）

教
　
諭
　
光
永
　
万
美
（
相
良
南
小
）

教
　
諭
　
坂
口
理
香
子
（
人
吉
西
小
）

■
山
江
中
学
校

教
　
頭
　
高
田
　
哲
弘
（
須
恵
小
）

教
　
諭
　
松
本
　
幸
保
（
免
田
中
）

教
　
諭
　
松
尾
　
和
也
（
御
所
浦
中
）

教
　
諭
　
那
須
　
幸
浩
（
上
中
）

教
　
諭
　
松
原
　
浩
三
（
球
磨
中
）

技
術
主
任
木
下
は
る
み
（
多
良
木
中
）

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

（
転
出
者
）

■
山
田
小
学
校

教
　
諭
　
冨
永
　
隆
　
（
上
小
）

教
　
諭
　
山
本
　
裕
子
（
相
良
南
小
）

教
　
諭
　
西
　
　
聖
二
（
一
勝
地
第
一
小
）

教
　
諭
　
河
添
　
秀
和
（
錦
西
小
）

技
術
主
任
　
藤
川
　
節
子
（
免
田
中
）

講
　
師
　
平
富
由
香
里
（
中
原
小
）

講
　
師
　
佐
闢

朱

講
　
師
　
松
尾
　
透

講
　
師
　
三
宅
　
千
香

■
万
江
小
学
校

教
　
諭
　
魚
住
　
仁
　
（
退
職
）

教
　
諭
　
中
園
　
顕
三
（
八
幡
小
）

■
山
江
中
学
校

教
　
頭
　
犬
童
　
士
郎
（
深
田
中
）

教
　
諭
　
荒
毛
　
英
之
（
免
田
中
）

教
　
諭
　
岩
坂
　
秀
彦
（
錦
中
）

講
　
師
　
木
村
　
友
子
（
東
部
中
）

講
　
師
　
内
村
は
る
み
（
人
吉
第
二
中
）

講
　
師
　
松
岡
　
雅
文

講
　
師
　
西
　
　
浩
美

村
は
平
成
18
年
４
月
１
日
付
で
次
の
と
お
り
職
員
の
人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。

（

）
は
旧

住
民
福
祉
課
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
（
住
民
福
祉
課
長
）

横
谷
　
　
巡

企
画
調
整
課
企
画
調
整
係
長
兼
商
工
観
光
係
長
（
経
済
課
農
政
係
長
）

平
山
　
辰
也

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
主
査
（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係
主
査
）

新
山
　
孝
博

総
務
課
行
政
係
主
事
（
県
庁
地
域
政
策
課
派
遣
）

川
瀬
　
光
一

保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係

（
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
）

赤
城
　
知
美

【
昇
格
】

【
山
江
村
社
協
出
向
職
員
】

経
済
課
農
政
係
長
　
　
　
　
　
　
　
蕨
野
　
昭
憲
　
　
住
民
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係

保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
主
査
　
　
松
尾
　
充
章
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕨
野
　
　
恵

出
納
室
主
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
迫
田
　
教
文

税
務
課
税
務
係
主
査
　
　
　
　
　
　
白
川
　
　
満

熊
本
県
庁
市
町
村
総
室
よ
り
、
平
成
16

年
度
か
ら
平
成
18
年
度
ま
で
山
江
村
役
場

に
派
遣
さ
れ
て
い
ま
し
た
森
英
樹
氏
が
退

任
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
度
、
山
江
村
役
場
の
３
年
間
の
派

遣
を
終
え
て
、
熊
本
県
庁
地
域
振
興
部
地

域
政
策
課
へ
赴
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
在
村
中
は
、
家
族
と
も
ど
も
村
内
の

方
々
、
役
場
の
方
々
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
山
江
村
の
豊
か
な
眩
し
い

ば
か
り
の
自
然
、
人
間
性
溢
れ
る
方
々
と

の
出
会
い
、
そ
れ
と
焼
酎
を
交
わ
し
な
が

ら
の
語
ら
い
。
す
べ
て
、
私
の
胸
、
家
族

の
胸
に
一
生
残
る
か
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
チ
ョ
コ
チ
ョ
コ
山
江
村

へ
出
か
け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ま
た
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



日頃の生活習慣が原因となる生活習慣病（高血圧症、糖尿病、脳卒中など）が山江村でも医療費の大部分を
占めています。疾病別でみると下記グラフのようになります。

神
経
系

分
類
不
能

歯
の
疾
患

呼
吸
器
系

新
生
物

尿
路
性
器
系

精
神
・
行
動
障
害

筋
骨
格
・
結
合
組
織

消
化
器
系

生
活
習
慣
病

平成16年度疾病分類別費用額
（上位10項目）

単位：百万円

500

400

300

200

100

0

平
成
18
年
３
月
25
日
（
土
）、
26
日
（
日
）

に
尾
寄
崎
キ
ャ
ン
プ
場
周
辺
に
お
い
て
、

横
谷
俊
治
実
行
委
員
長
を
代
表
と
す
る
や

ま
め
釣
り
大
会
実
行
委
員
会
に
よ
る
第
１

回
や
ま
め
釣
り
大
会
in
尾
寄
崎
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

１
日
目
の
25
日
は
、
午
後
２
時
に
受
付

を
開
始
し
、
入
村
式
を
行
い
、
そ
の
後
鮒

田
一
美
氏
を
講
師
と
し
て
ア
ウ
ト
ド
ア
ク

ッ
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ア
ウ
ト
ド

ア
ク
ッ
キ
ン
グ
で
は
、
や
ま
め
や
鹿
の
燻

製
、
い
の
し
し
汁
、
炊
込
み
風
ご
飯
が
作

ら
れ
、
参
加
者
か
ら
は
「
や
ま
め
の
内
臓

の
取
り
方
は
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。」、

「
帰
っ
て
か
ら
是
非
燻
製
を
作
っ
て
み
た

い
。」
な
ど
の
感
想
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
夜
の
交
流
会
で
は
、
や
ま
め
釣

り
教
室
が
あ
り
、
え
さ
の
と
り
方
か
ら
仕

掛
け
の
つ
け
方
、
釣
る
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の

説
明
が
あ
り
、
参
加
者
も
真
剣
な
表
情
で

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

２
日
目
の
26
日
は
、
早
朝
６
時
30
分
か

ら
や
ま
め
釣
り
大
会
が
開
始
さ
れ
、
県
内

外
か
ら
釣
竿
を
手
に
し
た
約
60
名
の
参
加

者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
イ
ン
ト
で
釣
り
を
楽

し
み
ま
し
た
。

前
日
の
う
ち
に
、
尾
寄
崎
キ
ャ
ン
プ
場

か
ら
上
流
約
７
０
０
ｍ
の
間
に
は
、
や
ま

め
等
１，

０
０
０
尾
が
放
流
さ
れ
て
お
り
、

釣
り
場
に
よ
っ
て
は
入
れ
食
い
状
態
の
ポ

イ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。

あ
い
に
く
、
冷
た
い
雨
が
降
り
続
き
、

当
初
正
午
ま
で
の
競
技
時
間
で
あ
り
ま
し

た
が
、
終
了
時
間
を
午
前
10
時
30
分
に
繰

り
上
げ
尾
寄
崎
キ
ャ
ン
プ
場
で
計
量
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
計
量
後
、
一
般
の
部
、
ジ

ュ
ニ
ア
の
部
で
そ
れ
ぞ
れ
大
物
賞
、
大
漁

賞
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
会
場
か
ら
は
受
賞

者
に
暖
か
い
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

「
自
然
の
中
で
料
理
や
釣
り
を
体
験
し

て
も
ら
い
、
癒
し
や
感
動
を
実
感
し
て
も

ら
え
て
大
変
う
れ
し
い
。
次
回
も
是
非
参

加
し
て
も
ら
い
た
い
。」
と
横
谷
実
行
委
員

長
が
挨
拶
し
、
２
日
間
の
全
日
程
が
終
了

し
ま
し
た
。

釣
り
大
会
各
賞
の
受
賞
者
は
右
の
と
お

り
で
す
。

一
般
の
部
　

大
物
賞
　
中
神
　
敏
樹
（
25
㎝
）

大
漁
賞
　
坂
田
　
　
学
（
3.8
㎏
）

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

大
物
賞
　
前
川
潤
之
介
（
24
㎝
）

大
漁
賞
　
清
田
　
瑞
樹
（
7.1
㎏
）
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平
成
18
年
４
月
１
日
〜
５
月
31
日
ま

で
「
不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
大
麻
及
び
け
し
に
係

る
事
犯
の
発
生
が
依
然
と
し
て
あ
と
を

絶
た
な
い
状
況
に
あ
り
、
大
麻
・
け
し

に
対
す
る
正
し
い
知
識
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

大
麻
（
ア
サ
）
は
そ
の
茎
か
ら
丈
夫

な
繊
維
が
と
れ
る
の
で
、
古
代
か
ら
繊

維
を
と
る
植
物
と
し
て
栽
培
・
利
用
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
花
や

葉
（
大
麻
）
に
は
幻
覚
を
引
き
起
こ
す

成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
法
律
で

一
般
の
栽
培
や
所
持
が
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
け
し
の
仲
間
（
ケ
シ
属
植
物
）

は
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
色
鮮
や
か
で

美
し
い
大
き
な
花
を
咲
か
せ
る
も
の
が

多
く
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
切
り
花
用
の

植
物
と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
け
し
の
仲
間
に
は
、
法
律
で
栽
培

が
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

不
正
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
大
麻
・
け

し
及
び
自
生
の
大
麻
・
け
し
を
発
見
し

た
と
き
や
、
そ
の
他
の
問
い
合
わ
せ
に

つ
い
て
は
、
人
吉
保
健
所
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

野
鳥
の
さ
え
ず
り
を
よ
く
耳
に
す
る

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
季
野
鳥

た
ち
は
、
春
の
訪
れ
と
と
も
に
繁
殖
期

に
入
り
、
夏
頃
ま
で
は
ヒ
ナ
を
育
て
る

た
め
に
盛
ん
に
活
動
し
ま
す
。

よ
く
言
わ
れ
ま
す
よ
う
に
、「
自
然
は

私
達
の
子
孫
か
ら
の
借
り
物
」
で
す
。

豊
か
な
自
然
を
育
ん
で
い
く
た
め
に

は
、
野
鳥
な
ど
の
野
生
生
物
と
人
間
と

の
共
存
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
一
人
一
人
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
、
野
鳥
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
り
育
て
、

そ
の
中
で
野
鳥
を
観
察
す
る
、
そ
の
よ

う
な
や
さ
し
い
心
が
け
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

自
然
の
中
で
生
活
し
て
い
る
野
鳥
を

勝
手
に
捕
獲
す
る
こ
と
は
、
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
野
生
鳥
獣
の
「
愛

が
ん
飼
養
」
は
、
鳥
獣
は
本
来
自
然
の

ま
ま
に
保
護
し
、
観
察
す
べ
き
で
あ
る

と
い
う
理
念
に
反
す
る
の
み
な
ら
ず
、

鳥
獣
の
乱
獲
を
助
長
し
た
り
、
そ
の
飼

養
形
態
に
よ
っ
て
は
野
生
動
物
の
虐
待

と
も
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い
お
そ
れ
も

あ
り
ま
す
。

繁
殖
期
間
で
な
い
８
月
か
ら
翌
年
の

３
月
ま
で
は
、
捕
獲
許
可
を
受
け
て
メ

ジ
ロ
、
ホ
オ
ジ
ロ
の
２
種
類
に
限
り
、

１
世
帯
に
１
羽
だ
け
捕
獲
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ま
た
、
捕
獲
後
は
さ
ら
に
飼
養
登
録

を
し
な
け
れ
ば
飼
う
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
。熊

本
県
で
は
、
５
月
10
日
か
ら
６
月

９
日
ま
で
を
野
鳥
保
護
指
導
取
締
等
強

化
月
間
と
定
め
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
野

鳥
保
護
へ
の
理
解
の
呼
び
か
け
を
強
め

て
い
ま
す
。
期
間
中
は
、
野
鳥
の
違
法

捕
獲
や
違
法
飼
養
の
防
止
に
つ
い
て
、

普
段
よ
り
さ
ら
に
力
を
入
れ
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
の
で
、
県
民
の
皆
さ
ん
の

御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
お
住
ま
い

の
近
く
の
県
地
域
振
興
局
森
林
保
全
課
、

ま
た
は
県
庁
自
然
保
護
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

（
お
問
い
合
わ
せ
）

熊
本
県
球
磨
地
域
振
興
局
森
林
保
全
課

蕁
０
９
６
６
│
２
４
│
４
１
１
１

（
内
線
３
５
４
）

熊
本
県
自
然
保
護
課
野
生
鳥
獣
班

蕁
０
９
６
│
３
８
３
│
１
１
１
１

（
内
線
７
４
５
７
）

平
成
18
年
４
月
よ
り
、
村
税
な
ど
の

納
期
前
納
付
報
奨
金
制
度
が
廃
止
と
な

り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
昭
和
25
年
に
創
設
さ

れ
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
自
主
納
付
の

普
及
に
よ
り
、
そ
の
目
的
は
達
成
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
村

県
民
税
を
給
与
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
て

い
る
人
に
は
、
不
公
平
感
が
あ
る
な
ど

の
問
題
が
あ
り
全
国
的
に
も
制
度
の
廃

止
が
進
ん
で
い
ま
す
。

納
税
者
の
み
な
さ
ま
に
は
、
ご
理
解

と
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

災
害
や
失
業
、
病
気
な
ど
で
納
期
限

内
に
納
付
が
で
き
な
い
方
に
た
い
し
て

は
、
村
で
は
事
情
を
充
分
考
慮
し
、
分

割
で
納
め
て
い
た
だ
い
た
り
、
納
期
限

の
延
長
を
認
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
延
滞
金

の
加
算
や
滞
納
処
分
の
問
題
が
生
じ
て

き
ま
す
の
で
、
早
め
に
相
談
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。



縦
覧
を
行
う
期
間

４
月
３
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
（
た

だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除

く
）

縦
覧
を
行
う
場
所

山
江
村
役
場
　
税
務
課

縦
覧
の
対
象

地
方
税
法
第
４
１
６
条
に
規
定
す
る

土
地
価
格
等
縦
覧
台
帳
及
び
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿

縦
覧
で
き
る
方

縦
覧
で
き
る
方
は
、
固
定
資
産
税

（
土
地
及
び
家
屋
）
の
納
税
者
で
す
。
こ

の
場
合
、
納
税
者
の
同
居
の
親
族
で
納

税
者
か
ら
委
任
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

方
、
当
該
納
税
者
の
代
理
人
と
し
て
委

任
状
等
を
持
参
し
た
方
も
含
ま
れ
ま
す
。

な
お
、
土
地
の
納
税
者
は
土
地
の
、

家
屋
の
納
税
者
は
家
屋
の
、
両
資
産
の

納
税
者
は
土
地
・
家
屋
両
方
の
縦
覧
台

帳
の
縦
覧
が
出
来
ま
す
。

お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

納
税
通
知
書
ま
た
は
課
税
証
明
書
。

こ
れ
ら
の
書
類
が
な
い
場
合
は
、
運
転

免
許
証
等
。
な
お
、
委
任
を
受
け
た
方

の
場
合
は
、
こ
の
ほ
か
に
委
任
状
が
必

要
で
す
。

そ
の
他

料
金
は
無
料
で
す
。

７
･
８
月
に
採
用
さ
れ
る
自
衛
官

（
２
等
陸
海
空
士
）
を
下
記
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

詳
し
い
事
に
つ
い
て
は
、
人
吉
募
集

事
務
所
（
蕁
２
２
│
４
７
０
４
）
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

記

１
　
募
集
人
員

２
等
陸
士
・
海
士
・
空
士

男
子
　
各
10
名
程
度

２
等
海
士
　
女
子
　
２
〜
３
名

２
　
応
募
資
格

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
健
康
な

男
女

３
　
試
験
日

６
月
10
日
（
土
）

４
　
試
験
場
所

北
熊
本
駐
屯
地

５
　
受
付
期
間

４
月
20
日
（
木
）

〜
６
月
８
日
（
木
）

６
　
試
験
科
目

①
国
・
数
・
社
　
各
10
問
（
中
学

校
卒
業
程
度
）

②
作
文

③
口
述
試
験
及
び
身
体
検
査

７
　
移
動

試
験
場
ま
で
の
移
動
は
人
吉
募
集

事
務
所
で
送
迎
し
ま
す
。

山
江
村
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
日

頃
よ
り
貴
重
な
資
料
（
歴
史
的
資
料
、

農
具
・
生
活
の
道
具
な
ど
）
の
収
集
・

保
管
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
、

自
在
鍵
、
す
り
鉢
、
た
ら
い
、
桶
、
洗

濯
板
な
ど
の
身
近
な
生
活
の
道
具
、
水

屋
、
飯
台
、
囲
炉
裏
、
た
ん
す
な
ど
の

家
具
類
を
探
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
「
ひ
な
ま
つ
り
」
の
飾

り
付
け
に
伴
い
、
以
下
の
と
お
り
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（平成18年３月10日までの受付分）

驂驂

◆ケース入り雛人形　◆雛人形一式
山江村山田丙1010番地 山江村山田甲70番地の3
三原哲雄様　　　　　大戸孝雄様



●
発
行
所
/山
江
村
企
画
調
整
課
 

　
〒
868-8502 熊

本
県
球
磨
郡
山
江
村
大
字
山
田
甲
1356-1 

　
TEL 0966-23-3112  FAX 0966-24-5669

●
発
行
日
/ 

　
平
成
18年
4月
21日
発
行
 

 

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 http://w

w
w
.yam
aem
ura.jp 

●
Eメ
ー
ル
 kikaku@

yam
aem
ura.jp 

●
印
刷
/（
株
）協
和
印
刷
 

総　 務　 課 
企画調整課 
経済課・農業委員会 
税　 務　 課 
住民福祉課 
保健衛生課 
会　 計 　室 
建　 設　 課 
議会事務局 
教育委員会 
歴史資料館 

23-3111 
23-3112 
23-3113 
23-5692 
23-3978 
24-1700 
23-3293 
23-6449 
23-3401 
23-3604 
23-3665

FAX(0966)-24-5669［総務課］ 

■開催日：平成17年9月9日（金）～11日（日） 
■会　場：山江村体育館（主会場） 
■主　催：第3回市民メディア全国交流集会in山江村実行委員会 
■日　程：  9日番組作り体験講座、交流会 
　　　　　10日全体会、分科会、大交流会 
　　　　　11日番組収録体験 
■連絡先：山江村企画情報センター　蕁23-5234

3月／ 

25日 
貍 

3月／ 

26日 
豸 

3月26日（日）豊後高田市の旧車ミーティングで展示された「マロン号」と「やまなみ号」 


